
2010年11月1日（11月号） 城　南　の　保　健 No. 334（2）

今年の発表（抜粋）

＊福祉タクシーらくだの報告
　　初乗運賃や、予約、時間貸しなど利用方
法を中心に報告がありました。

＊大田病院医療社会課からの報告
　　「リストラされた」「派遣の契約期限が
迫っているが次の仕事が決まっていない」
「仕事を休みにくい、相談したいが５時半
以降でなければ行けない」「傷病手当の受
給期限が切れた後も仕事に戻れない。貯金
もなくなった」……相談事例を通して見え
た患者の生活と、無料低額診療事業のとり
くみの報告がありました。

＊水泳を通して後継者つくり
　　110人の会員がいるドルフィン。子ども
の泳力向上だけでなく、父母が力を発揮。
多くの方が介護ヘルパーになったなどの発
表がありました。

＊グループホーム虹の家しおかぜのとりくみ
　　城南保健生協の２ヶ所目のグループホー
ム「しおかぜ」です。２ユニット18人の
方が入居しています。隣は保育園と小学校
があり、子どもたちとの交流も盛んです。

＊ゆたか訪問看護ステーションのとりくみ
　　「地域で生き続けたい」というＳ氏の思
いに応えてと題し、在宅に戻すためにあき
らめなかったステーションの援助の報告が
ありました。

＊よろず相談の報告
　　毎週月曜～金曜まで、大森中診療所で「よ
ろず相談」を行っています。相談員の紹介
と相談事例を中心に報告がありました。

＊保健教育委員会のとりくみについて
　　健康づくりのとりくみとして、健康体操、
ころばん体操などを地域に広めている報告
がありました。

＊大森東診療所の報告
　　訪問診療の状況の報告や在宅療養支援診
療所の説明、事例報告がありました。

＊大田病院回復期リハビリ病棟のとりくみ
　　回復期リハビリテーション病棟への入院
対象となる基準やケースの紹介がありまし
た。

　今回の活動交流会は、10月９日㈯大田区生活
センターで行われました。城南保健生協の組合員
32人、職員53人、合計85人の参加で今後の力と
なる交流会になりました。
　当日は組合員から４演題、職員から６演題の発
表が行われ、質問や意見も交え活発な交流会にな

りました。
　閉会の挨拶を行った小関城南保健生協理事長は
「大田病院の建設、ＭＲＩ募金・基金の成功の秘
訣は、今日発表された歴史と厚みのある諸活動に
あること」とまとめ、生協強化月間でも新たな仲
間を大いに増やすことを呼びかけ閉会しました。


